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　福島第一原子力発電所において発生した放射性物質が含まれる水を、国の規制基準以下まで浄化処理した
ＡＬＰＳ処理水が昨年、海洋放出されました。その影響で日本産水産物が禁輸されるなど、中国へ向けた日本
の農林水産物輸出量は減少傾向にあります。そのような環境下、堅調な推移で拡大しているのがアルコール
飲料（日本産酒類）です。今回は中国・上海におけるアルコール飲料のプロモーション活動や商談会の状況
をレポートします。

　中国向け農林水産物・食品の輸出品目のうちアルコール飲料は、過去最高となった2022年から減少したも
のの、2023年時点で300億円を超える額を計上（図表₁）。しかしながら、熊本県の特産品の一つである焼酎
については、泡盛を含めた輸出額でも₃億円程度とその規模は小さく、国内取引額の₁％にも満たない状況
となっています（図表₂）。そのようななか上海では、ＪＥＴＲＯ上海を中心に日本産酒類の輸出推進を図る
べく、各種展示会やイベントへの出展を積極的に行い、認知度向上に注力しています。中でも、今後の市場
拡大の可能性を秘めている焼酎と、富裕層の購買ニーズが高い日本酒の輸出拡大を目指し、プロモーション
活動を積極的に行っています。

　上海市で初開催された中国内最大級の日本産酒類イベント「Japan Sake Month」は、日本産酒類のプロ
モーションや販路拡大を目的とし、在上海日本国総領事館、国税庁、日本酒造組合中央会、上海市政府との
連携により実現しました（図表₃）。₅月31日、₆月₁日のオープニングイベントでは、約5,000㎡の会場に、
108企業・団体がブースを出展、熊本の酒造メーカー等も参加されました。延べ2,500名を超えるバイヤー等
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国名 2022年 2023年 対前年比
中国 39,457 32,221 ▲ 18.3％
米国 26,780 23,719 ▲ 11.4％
台湾 12,029 13,516 ＋ 12.4％
香港 11,593 9,444 ▲ 18.5％

シンガポール 8,237 7,693 ▲ 6.6％

酒類品目 2023年
ウイスキー 13,214

清酒 12,465
ビール 2,149

焼酎・泡盛 335

図表１　＜アルコール飲料の輸出金額上位国・地域＞
（単位 : 百万円） （単位 : 百万円）

図表２　＜中国向け酒類品目別輸出金額＞

₁．はじめに

₂．中国における日本産酒類の状況

₃．上海における日本産酒類イベント「Japan Sake Month」
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